
 



【開港時のパンフレット】 

明治 39年以来開始された隅田川河口改良工事という名目の東京港修築工事は、遅々たる歩みで

はありましたが、関東大震災を契機に３千㌧級の貨物船が係船できる桟橋と航路が竹芝、日の出、

芝浦地区に完成し、ようやく港としての体裁が整いました。 

当時の港の規模は水深６－７ｍ、航路幅１４５ｍと小規模でしたが、昭和 16年の開港を機に拡

張計画も策定され、東京市役所港湾部の熱気が感じられる資料となっています。 

当時のパンフレットは旧字体で読みにくいため、ルビと解説をつけて紹介します。 
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